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11 12月号は各地の紅葉を紹介させていただいてます

　

膳所焼は、江戸時代初期の茶人
で武将であった小堀遠州政一
（1579-1647）の指導により、
好みの茶陶を焼造した遠州七窯の一つとされてきた。しかし近年の研究から、
膳所焼の前史には勢田焼と呼ばれたものがあり、それに続く膳所焼には国分
窯・大江窯などの窯があり、また幕末、この地域に興された梅林焼（唐三彩風の
緑や黄色など鮮やかな発色の釉薬が特色）や雀ヶ谷焼（実用品が主）、さらに

本阿弥光悦と膳所焼

膳所焼は、1634 年膳所藩主となった石川忠総の時に隆盛をむかえた。
忠総は小堀遠州と親交が深く、本阿弥光悦・松花堂昭乗に影響を受け茶器作陶
に力を注いだ。遠州七窯の一つとして評判を上げた /////

華乃会お買得価格でのご紹介　陽炎園膳所焼特集

￥180,000

膳所茶碗　MOA美術館蔵

膳所城は,琵琶湖に突き出た
土地に築かれた水城であり、

日本三大湖城の一つ。

大津城、坂本城、瀬田城と並ぶ
「琵琶湖の浮城」の一つである

水面に映える姿は里謡に

「瀬田の唐橋からねぎぼし、
水に浮かぶは膳所の城」と

謡われていた。 
写真①

写真②

写真②

大正8年（1919）に再興された復興膳所焼などを含む諸窯の総称と考えるようになっている。
その歴史は、元和年間（1615-24）の記録や茶会記などに、勢田焼の名が登場するのに始まる。寛永年間の
膳所藩主 石川忠総の時代に藩窯として当時茶道具として注目された茶壺や
茶入、水指などの茶陶が作られていた。しかし藩主の国替えにより藩窯として
の膳所焼は短命に終わった。大正8年、膳所の人岩崎健三、名窯の廃絶を惜し
み山元春挙画伯とはかり、その再興に生涯をかけ途中非常な努力を以て経営
維持につとめ、茶器製作に於いては遠州七窯の一つとして恥ずかしからぬも
のとなり続いて健三の長男、新定その業をつぎ、今日では陶磁器業界はもと
より茶道界にても膳所窯は著名な存在になっている。現在は大津市中庄に
工房と窯があり庭内には名勝、陽炎の池が昔の姿を残している 。

写真① 蘆花浅水荘

古来、膳所焼は
「黒味をおびた鉄釉の美しさ」と称された

膳所焼美術館

光悦　乙御前茶碗　個人蔵

もう一碗の膳所茶碗

来年のお題、干支の懐紙が

　　揃いました！

うり坊の可愛い浮き彫りや、

　歌会始の『光』を題材とした

　　懐紙です。1帖200円で何帖

　　　　　からでも包装、のし承ります。

　　　　　　　数に限りがあるため

　　　　　　　　お早めにご注文お願い致します。

￥64,000￥60,000￥50,000￥62,000
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